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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 近年高齢化と共に増加している骨粗鬆症の診断に骨量測定が威力を発揮しているが、骨
折の予防などで重要性の高い介護老人保健施設等では測定機会が乏しい。本研究は全国で
も珍しく鳥取県では初めて介護老人保健施設入所者における骨量について検討したもので
ある。その結果、一般住民における報告と比較して、年齢の割に骨密度が低下しているこ
とを明らかにしたほか、リセドロン酸塩による治療効果が期待できることを示したもので
ある。本研究は、介護老人保健施設等の入所高齢者に対し、骨折などQOL低下に大きな影響
をあたえる危険を防止する上で非常に有用な知見をもたらしたものであり、明らかに学術
水準を高めたものと認める。 
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